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電信通り商店街の歴史と沿革
この通りは、当初「晩成社通り」と呼ばれていましたが、

明治30年 10月 11日 に帯広。大津間に電信が開通した際、

帯広で初めて電信柱が立ち、これを機に名称を「電信通

りJと 称するようになりました。平成26年には街区を拡張

し、東2条の南4丁目から6丁目も商店街となりました。

●昭和46年電信通商店街組合発足。

●昭和49年振興組合として法人化。

●平成元年街路整備事業で、広告塔、案内板、移動花

壇、電話ボックス、散水栓が完成。各個店も大正。昭和

初期を再現しようと多くの店が店舗改装に参加。

●平成12年、「花ば咲かせ隊Jを結成。

●平成20年より、廃食用油回収事業を開始。廃食用油

回収ボックスを設置し、エコ・リサイクル活動を実践。

●平成22年、「ミナミナ広場」を、商店街のアンテナ

ショップとして「べんぞう商店」を開設。NPO法人。社

会福祉法人と連携し、障がい者雇用にも取り組む(、 公

募により決定した「ゆるキャラでんぞうちゃんJ着 ぐ

るみ完成
`)

●平成23年、電信通り商店街が「地域商店街活性化

法Jの認定を経済産業省から受け(北海道第一号 )、 福

祉とスイーツロードの充実を目指しスタートいたし

ました。

電信通りは明治30年、帯広。大津間に電信が開通、これに

よつて帯広市街地にlξ信柱が立てられ、これを機会に大通

五丁目を中心に藤丸や三井金物店等々、多くの商店が集中

し繁盛していました。

▲明治42年頃の電信通り(帯広百年記念館所蔵)

帯広電信通り商店街は、お年寄り・障がいのある方と協働・共生.す る街づくりに取り組んでいます。
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1″ 平成12年、電信通り花いつばい運

動～「花ば咲かせ隊」スタート。以

降毎年青空園芸市開催。花壇の

整備やプランターの設置など、商

店街を花と緑で飾り、ふれあいの

ある街づくりを目指しています。

平成 23年 8月、「御用聞き屋・べんぞう商店」開店。同

9月、「コミュニティショップ・ミナミナJ開店、乾燥工

房 (ごぼう茶)を併設。同 12月、「クッキーハウス・ぶ

どうの木」開店。平成 29年「思い出工房 TEnoHIRA」

りニューアルオープン。いずれも障がい者を雇用する

福祉ショップです。すべての人が普通に暮らせる街づ

くりをめざして活性化事業を進めています。

商店街には、昭和29年創業、地元の

原料にこだわつた大判焼が長年愛さ

れている「高橋まんじゅう屋」を初め、

無添加で丁寧に作られるドーナツの

店「ドーナツ。ラボ」、20種 類以上の

クッキーやバウンドケーキの「ぶどう

の木」の他、カフェ各店のスイーツも

充実しています。




